	分 科 会
	提　案　の　テ　ー　マ
	提　案　の　骨　子
	提　案　者
	司　会　者
	助　言　者

	1
	個別の教育支援計画・

個別の指導計画
	専門家の視点を取り入れた個別の指導計画とその活用
	・専門家の視点を取り入れた個別の指導計画の改善を，どのような方法や考え方で行ってきたか
	東京都立城北特別支援学校

　　　　  主幹教諭　豊田　利郎
	大阪府立岸和田支援学校

　　　　　首席　和田　陽司

長野県稲荷山養護学校

　　　　　教諭　石田　修
	島根県立松江清心養護学校

　　　   校長　児山　志津子

宮崎県立延岡わかあゆ

支援学校

　　　　   校長　福里　裕典

	
	
	個別の指導計画の活用のための目標設定と評価の在り方
	・個別の指導計画の目標設定のポイント

・生活場面や教科学習への般化をねらった自立活動の指導実践と評価
	長崎県立長崎養護学校

　　　　　　  教諭　鶴　　宣彦
	
	

	2
	教育課程・

学習指導
	生徒一人一人が主体的に学習に取り組む支援はどうあったらよいか　　～生徒一人一人の願いに寄り添って～
	・生徒理解・課題解決に向けた事例研究会の取り組み（情報の共有），及び個に応じた支援の具体（できる状況作り）
	長野県立花田養護学校

　　　　　　  教諭　西原　正裕
	香川県立高松養護学校

　　　　　教諭　内山　宜子

岐阜県立岐阜希望が丘

特別支援学校

　　　　　教諭　守屋　朋伸
	愛知県立一宮養護学校

　　　　   校長　光田　博英

独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所 教育支援部
総括研究員　長沼　俊夫

	
	
	仲間の中で一人一人の表現する力を育てる授業づくり

～「おんがく」の授業を通して～
	・児童同士の関係作りを大切にすることで，一人一人の表現する力を高めようとした音楽の授業実践

・児童一人一人のねらいを明確にし，題材設定・教材の工夫・支援方法の観点で取り組んだ授業改善
	岐阜県立岐阜希望が丘

特別支援学校

　　　　　　  教諭　駒田　美奈
	
	

	3
	訪問教育
	包括支援プランを中心にすえたアセスメント・ケース会議・授業実践について　　

支援部のバックアップ体制の中での訪問教育について
	・地域制・総合制を生かした訪問教育

・視機能のアセスメントや新教育システムを活用した授業の実践
	京都市立北総合支援学校

教諭　若林 紀公子　山川 雅子
	大分県立別府養護学校

教諭　麻生　幸代
愛知県立岡崎養護学校

部主事　鈴木　能成
	奈良県立奈良養護学校

校長　上野　玲子

岡山県立岡山東養護学校

　　　　   校長　阿部　眞守

	
	
	訪問教育における，テレビ電話を利用した取り組みについて
	・訪問教育において，テレビ電話システムを導入した取り組み

・リアルタイムなつながりを持つことで，訪問先と教室でのやりとりの広がりにつながった実践
	広島県立広島特別支援学校

　　　　　　  教諭　樋上　良子
	
	

	4
	自立活動
	専門家を活用した自立活動の指導とそれをとらえる実態の取り組みの一考察
	・自立活動アドバイザーなどの専門家を生かした自立活動の指導

・適切な実態把握から指導課題を設定する実践の方策
	福島県立郡山養護学校　

　　　　　　  教諭　末永　義明
	鳥取県立皆生養護学校

教諭　児山　隆史

富山県立富山養護学校

教諭　般若　 薫
	青森県立青森第一養護学校

　　　     教頭　高坂　俊輔

滋賀県立甲南高等養護学校　

副校長　冨永　善隆



	
	
	水中での身体のバランスコントロールや可動範囲の拡張をめざして　～「ハロウィック水泳法」を使って～
	・「ハロウィック水泳法」のゲームプログラム，個別プログラムを使った指導実践
	石川県立総合養護学校

　　　　　　  教諭　彦坂　明法
	
	

	
	
	教育活動における外部専門家（ＰＴ･ＯＴ等）活用の在り方について明らかにすることを目指した取り組み
	・外部専門家活用に向けてのシステムづくり

・情報をやりとりするためのツールの開発

・専門性の中身を整理するための工夫
	長崎県立諫早養護学校　

　　　　　　  教諭　宮尾　尚樹
	
	

	5
	健康教育
	重度・重複障害の生徒に「身につけさせたい３つの力」について
	・てんかん発作が頻発する生徒の「規則正しい生活と休養」を目的とした実践
	宮城県立船岡支援学校　

　　　　　　  教諭　島津　真樹
	佐賀県立金立養護学校

教諭　宮地　悦子
愛知県立ひいらぎ養護学校

　　　　部主事　野田　尚志
	北海道真駒内養護学校

校長　成田　博志

三重大学教育学部特別支援教育講座

　　     准教授　菊池　紀彦

	
	
	食をはぐくむ

～おいしく，楽しく，安全な食事の支援を目指して～
	・教育的なかかわりとしての給食指導のあり方を，事例研究や実践をとおして考える
	愛知県立名古屋養護学校

教諭　石原 美恵子　鵜飼 紗也子
	
	

	6
	情報教育・

支援機器の活用
	効果的な機器利用の授業実践
	・「シェマの獲得を促す教材・教具としての活用」と「活動を支援する手だてとしての活用」の実践事例
	東京都立光明特別支援学校

　　　   主任教諭　外山 世志之
	京都府立丹波養護学校

総括主事　古山　尚之
静岡県立東部特別支援学校

　　　　部主事　金成　佳久
	北海道岩見沢高等養護学校

　　　     校長　猿渡　裕一

長崎県立諫早東養護学校

校長　種川　啓介

	
	
	重度の肢体不自由児のカードによるコミュニケーション指導　　

～タッチモニターを媒介としたカード導入へのプロセスⅡ～
	・複数事例を紹介　①触れると変化するタッチモニターの理解　②カードの理解　③用件の伝達から感情の伝達へ
	宮崎県立清武せいりゅう支援学校　　　　　　教諭　松田　昭憲
	
	

	7
	交流教育
	埼玉県で実施している支援籍の概要と実践
	・ノーマライゼーション教育の推進に向けての具体的な実践の在り方
	埼玉県立熊谷特別支援学校

　　　　　　  教諭　金井　  勉
	北海道真駒内養護学校

教諭　遊佐　 理

愛知県立港養護学校

　　　　部主事　長尾　仁史
	東京都立大泉特別支援学校

　　  　   校長　竹谷　昭治

三重県教育委員会特別支援教育室

指導主事　草川裕美子

	
	
	「楽らくスタイル」で社会参加　　～車いす等を使う生活に合った，おしゃれで機能的な衣服で積極的に社会参加～
	・障害がある人たちのニーズに対応した衣服の共同制作を通し，地域の施設や高等学校との交流を深めた実践
	愛知県立一宮養護学校

教諭　山口 美香　鈴木 美奈子
	
	

	8
	進路指導
	子どもの可能性を広げるキャリア教育の実践
	・オフィスルームや企業等外部資源を活用した実践
・自立活動主体の教育課程における実践
	東京都立城南特別支援学校

　　　　  　　教諭　江見　大輔
	岩手県立盛岡となん支援学校

教諭　池田　惠子

静岡県立西部特別支援学校

　　　　部主事　中西　美奈
	神奈川県立平塚養護学校

　　　     校長　毛木　和則

宝塚市立養護学校

　　　     校長　悦喜　政尋

	
	
	障害者の自立支援と卒業後の進路について

～地域で自分らしく生きることを目指して～
	・就労の継続や，安定した地域生活に向けた関係機関との連携，及び地域の仕組み作りについて実践を基に考える
	山梨県立あけぼの支援学校

　　　　  　　教諭　若林　啓子
	
	

	9
	寄宿舎教育
	よりよい自立と社会参加のために

～魅力ある寄宿舎の生活づくり～
	・魅力ある寄宿舎を目指した，余暇時間の取り組みやこれからの寄宿舎の在り方
	千葉県立松戸特別支援学校

寄宿舎指導員　大嶋　和子
	千葉県立桜が丘特別支援学校

　寄宿舎指導員　又吉　武美

静岡県立中央特別支援学校

　　　　部主事　伊井　隆幸
	和歌山県立南紀支援学校

　　　    校長　宮地　安廣
石川県立養護学校

　　　     校長　北濃　松喜

	
	
	寄宿舎におけるＩＣＦおよびＩＣＦ－ＣＹの活用
	・ＩＣＦおよびＩＣＦ－ＣＹを活用するためのツールの作成と生活指導の実践
	静岡県立中央特別支援学校

主任寄宿舎指導員　川口ときわ
	
	

	10
	センター的役割
	近隣の小中学校への情報発信

～地域支援相談会の実践～
	・地域支援相談会を立ち上げた経緯と実践
	千葉県立松戸特別支援学校

　　  　　　　教諭　斉藤　好子
	筑波大学附属
　　　　桐が丘特別支援学校　

　　　　　教諭　清水　 聡
福井県立福井養護学校

　　　　　教諭　髙野　圭子
	徳島県立板野養護学校

　　　     校長　冨樫　敏彦

三重県教育委員会特別支援教育室

　     指導主事　建部　 聡

	
	
	センター的機能の充実を目指して
　～教育相談の実践を通して～
	・国語，算数の指導方法を中心とした教育相談の実践（児童の捉え方や自作教材の大切さを伝える学習相談事例）
	山梨県立あけぼの支援学校
　　  　　　　教諭　深沢　友子
	
	

	
	
	地域のニーズに応じたセンター的役割

～様々な機関とつながる実践を目指して～
	・地域へのアンケート調査を実施し，地域のニーズを踏まえて取り組む中で，関係機関や校内支援へとつながった実践
	愛媛県立しげのぶ特別支援学校

　　  　　教諭　伊勢元　るり子
	
	


５　分科会の提案のテーマ及び骨子，分科会役員
